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はじめに

本稿は，昭和45～48年度にわたって実施された

アゾア経済研究所の「実質生産の国際比較に関す

る研究jの成果の一部である位l)。

およそあらゆる経済活動の究極の目的は，人々

の経済的厚生の増大にある。この経済的厚生をど

う定義し，その増大のさまを実際にいかに測定す

るかは多く論じられてきたが，その一一つの指標と

して生活水準が取り上げられることはよく知られ

ている。しかし一般に，生活水準なる概念はきわ

めて抽象的で，理論的にも統計的観点からも具体

性を欠いていると言われている。 1人当たり所得

を生活水準の指標と考える立場もあれば， 1人当
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たり消費支出を生活水準とする考えもある。

生活水準をいずれに規定しようとも，人々の生

活lま家計支出あるνはその大部分を占める消費支

出を基盤としていることは確かである。時間的に

みた実質的消費水準は，消費支出額比と物価指数

との比に上って説明される数量指数としてとらえ

られよう。つまり，人々の満足度は購入された財・

サービスの数量に依存すると考える。このとき，

通常，消費水準の測定には二つのアプローチが考

えられる。一つは，名闘消費支出額比を消費者物

価指数でデフレートし数量指数を得るもので，も

う一つは消費者によって購入された数量を直接に

推計し数量指数を算出するア←fローチである。

生活水準は購入された財・サービスの数量によ

って説明されると考えれば，上の 2接近法；三よる

比較はいずれも生活水準の指標を導くと考えられ

る。われわれの関心は，実質消費水準によって表

わされる生活水準の国際間での比較を行なうこと

にある。われわれの意図はアジア諸国を含む実質

消費水準の多数国間比較にあるが，本院では，当

面，日本と韓国を取り上げ，主として第 1の接近

法により，そして部分的に第 2の接近法による補

完チェッケを取り入れることによって，国際比較

における物価指数，購買力平価の測定にまつわる

困難をおぎなうことを試みた。
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所有水ifーや消費水j引こヨ）＼、て国際比較を行なお

うとするお合，立品取引に用いられる為替レート

による換算は必ずしも対象国間の九質的な水準差

一一特に消fl:については を去わしれ、む、。

このような外資換算J和主， i司内の｛通路水準や貨幣

の購民力を反映してし、なL、からである。われわれ

がここで対象として取り上げようとする日本と韓

同の消去水準について，公定レートによるドノレ表

示額を比較してみると， 臼本が 97,1.61ごノレ，梓同

は186.9ドル Lともに 1人当たり， 1970年｛位〉となっ

ている市2）。後者は前者の20%>:Jヨの水準であると

いうことになる。しかし，このことがどの桂！主生

活水準の指標として怠味を持っか，あるいは，ど

れほど実今！？の相対価裕士とを反映したものであるか

は検討を要する。

；本ff<tでは、 i員連の国際比較7＂ロジェケト（ UN,

International Comparison Pro;et:t）に注3） の分演体系

とその方法論iこ従い． 日本と韓国のiM主水準の比

較を行なう。われわれは， JiLilf.1で消茸されている

財・サービスの価格を比較し，それぞれの重要度

に応じて総合することによって，韓国ウォン対日

本円の購買力平価を計測する。この計iJJ.IH釦こもと

づき両凶の消費水準の実質比較を行ない，公定L

ートによる比較との相互検討を行なうむ

日本と韓国を合む，消昔に関する賠武力平価の

計測ljif1Jとしとは，当研究所におけるいくつかの研

究業績や， J持に日本とアメリカの物価比較を試み

たものがいくつかある金4＼本稿における研究が

それらと異なる点は，年次の新しいことをld!Jにす

ると，（1）約200と採用品目数が多いこと，（2）全国

ベースであらこと，すなわち，特定の都市や地域

間の比較ではなく，全国平均価格を用いてラ国民

1人当たりの個人消費支出額を実質化し比較して

いること，（3）支出項目の分類体系が悶際比較用に

実質消費水準の国際比較

組み替えられていること，（4）数量データからの補

完を若干の項目について試みたこと，にある。

以下，第 I節では国連国際比較フ。ロジェクトの

諸提案‘特徴などを概観し，その方法主指数論的

に検討する。第E節で，日本・韓国聞の物価比較

のためのデータおよび品目対応について解説す

る。第E節で，個人消費支出額推計の概要が説明

され，若干の数量比較が試みられ，最後に，検討

された直接数量比較のいくつかを組み込んで，両

国の泊黄水準の実質比較が示される。

rn 1) 本研究，i，共同研究Vノ成果であり，術究会

にが iJII, }t~ ブJ さ 1, t：事故；＇） )j々 に対し，感謝のt1；を表

昭和47年[If.・ 主；j主てん っ千： 111Jt,:i，計羽；長長谷 111

1;; 11: C、白百台）はじめ， 'l1fUI 孜子，nc岡111大学〉，永山

貞；1u1(:Ch叩j府統計品）， 11°:u満氏〔日本学術会訟〉，

d；ょが山崎茂氏（統計爪以）か！＇，イ， r，なD）｝ 汗をmいた。

まに，市村ji.fえ附ごWen敏行助JtKC十おた「〕 jhJ、

:tヲ員長七コメントを関わ J Jた。ただい二本稿執筆の

,'i_ l王：i1べ c算：者にある。

Ci, 2) U:--I, St,itistical Yearbook, 1970, 1971，よ

I), lJ S .、ル ！：.ノハゾ j購人者／1lt術評価による 1人当たり

(; D Pに，民間il'l'l'i支凶組九十＇／；＇；＇ ut51%（日本）. 73% 

（件！－Ji)屯それぞれ乗じて工事：u' t: 1人当た 1;,li':「lf'最終

汁山支／I＇.刻。

( , I: ~l ] UN, International Comparison Project, 

“＼・lethods for International Product and Purchasing 

Power Comparison，＇’ September 19!i9，そ参照。 ／ロ

ヱ－：， I－の第 1段陥ては，プ＇ ，；七， イギ 7ス， RE 

C, コロンニア，ハンノ， ) -, 「ン I, Li：本， ラニ 7’

,,. )'J匁｜主lJ二（て； i)＇そし 7成果：土対抗 TheRcui,・w 

ο,J Incοme and 1Vealth, Series 19, l¥'o. 1, ;,.!arch 

197'.l. tぷ設丈と Lてx.iIされている。 1973年か人内

外 2段凶においこは，新たにアジア C:iアイ 1ピン，

.・, J，科1－，：；，マ ν－－ , 7, i也J、1'1M：で；よベ手ズェラ，

./ cl,・！←，寸ニノンペ fLノ〆を 1.含むよう拡大された。

士でH近「：ti'i報 ξ は， 1975；ドを ttd長年と L, さ「に｜ιi

~壬約50にふやしプ：耳＼ 3段階の研究計i同があるという

ことである。 4,:Tf,j it' it! icl1プロジェグトと Lう関連では，

三 lつ中に合まれる斡filとは直接Jコ関係はなく，？主什の

ものご夕、る。

（注4) 吉岡雄一編「アジ 7における貨幣購買力比
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Ⅰ　国連国際比較プロジェクト
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較』アジア経済研究所 1967年，野田 孜綴 rアジア

諾霞の’j川水準比較』同 1967年，およひ針Ill 孜編

著『発Mi,_主よれ』の生活水準と消'l'i構造』阿 1969年。

ここにおける科医の採用品 II及は約 100である。日米

の実質消費水準比較については，Mizoguchi，ぺr.,Per-

sonal Savings and Consumption in Postwar Ja-

pan, Kinokuniya Books1or仏 1970,Chap 7.に簡潔

なサーへ f芯iJうる。

I 国連国際比較プロジェクト

まずここでは， R本・続国間の消費水準比較の

ための基本的分類体系として慌用した国連の国際

比較プロジェクト (ICP，以下同略）の諾提案，特

徴などを概観する催日。

各国の国民総生産を実質比較するため， ICP 

では国民所得統計の支出サイドからのアプローチ

がとられている。分類の細目は基本的にはSNA  

(A System of National Accounts）に準拠しており，

国内総支出（GDE）をベースにして，個人消費，

資本形成，および政府消費の 3大部門に分割され

ている。 SNA分類の修正は，主に推計結果が国

際比較に適Lたものとなるよう行なわれている。

IC Pの特徴の一つは， “個人消費”と“政府

消費”の区分にある。すなわち，財・サーピスの

機能的側面に諸民し，政府の一般行政目的以外の

教育・保健サービスなどに対する支出i土個人消費

に含まれ，個人に対し物的ないし経済的保障を与

えるための最終生産物，たとえば，警察，消防，

生命保険などの各種の保険などは政府消費；二台め

られている。財・サービスの受取り手が特定個人

である場合には個人消費に，他方，その支出が保

安などの社会全体の基盤一一公共目的ー のため

や一般行政のためである場合には政府泊費に分類

されているわけである。同様に，劇場，博物館な

どに対する支出は，それが政府からの補助金であ
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つでも入場料の形であっても個人消費として扱わ

れる。また，住宅に対する補助金も，新規建設と

して使われる部分は資本形成に，そして経常費の

部分は総家賃として個人消費に，それぞれ政府か

ら除かれ振り替えられる。これは，社会主義国を

も含む国際比較日的l己は，家計および政府によ，

て購入される財貨ノミスケ、ソトの総量をそれぞれ比

較するよりも，家計と政府によゅで支払われる魯j

{t；ニ関係なく，機能的な種別の財貨の総量を比較

する方がより 1主要である，とL、う認識に立ってい

る。

IC Pの資本形成には，機械，設備や建設のほ

か在庫増と，財・サービスの純輸出力主含まれてし、

るのしかし，ここでは，本稿の目的がら，これ「〉

についてはこれ以上ふれない惟2〕。

三うして IC Pでは，これらの 3大部門が163

の小分類に分付られ，そのうち個人消費は 118の

小分類を占めている。個人消費は，八つの大分類

(2ケタ）に大別されており，それらは次のとおり

である。

01 食料，飲料，たばこ

02 衣服，臆物

03 総家賃，光熱

04 家具，設備，家庭用品，サーピス

05 医療，保健サーピス

06 突通，通信

07 教養，娯楽，教育，文化的サーピス

08 その他の商品・サービス

この IC P多国間比較用分類に準拠し， 1967,

1970の両暦年についての個人消費支出額の推計お

よび価格データの収集が行なわれる。

I C Pにおける 2国間比較の方法ほ，後に述べ

るようにして行なわれるが，そのとき望ましい条

件として次の四つがあげられよう。
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れる。ノト分類内で複数の価格比がある場合，平均

法としては単純幾何平均法が採用される。単純幾

何平均；去を用いることの利点は次の 3点に要約さ

れるだろう。

その 1対のi認にと2［司間比較の｝Ji主i土，(1) 

その 2［認で得ら

ウれうる代表品目の最良のサンプノレがとられ，

って最適のものー すなわち，

ェイトはそれぞれの向の支出額に茶／）くこと

単純幾何平均は国の逆転テストに合格すI I) 多国より大きい比較，とltiJ!l寺に，である，

こtL

は多国間比較への拡大を考慮するとき明らかな

利点である。

る。算術平均はこのテストに合格しなU。間比較と調和しうるものでなければならない。

国逆転テストを ll荷足する司、のであるこ(2) 

どちらの2 [Ell司比較におし、て，と。すなわち，

単純幾何平均を用いることは，支出額ウ

ェイトの個別商品への割当の困難を最少にす

る。加重平均をとると小分類内で個別商品のウ

12) Ii~ を基準i土！とするかは問題とすべきではない。

要素逆転テストを満足するものであるこ

と。すなわむ，価格の比較｛｛去と数量；の比較｛庇の

積は，金稿の比較！況に等し〈なるべきである。

(3) 

ウェイトの割当は多くのェfトが必要となり，

かなりの推計誤差を含むことがあるから場合，加法一致性がj苅J旦されること c ずなわ人，(4) 

である。個人消費，資本形成、政府消費といった清成項

単純幾何平均はそれぞれの項目につい

て， t，こだ一つの価格比および数量比をつくると

L、う利点を持つ。

13) それに対応した

7i計額に一致すべきである。本稿との関連では

食料、衣服等の個人消＇l!J:のお大分類の総A-が．

個人消費のよ，，－；＋額と一一致することが要求され

GD  Pのような、日の総合が，

単純幾何平均

は分類項目内の代表品目にそれぞれ等しいウェ

イトが割り当てられると L寸不利な点も持ってい

単純算術平均と同様に，同時に，

る。

IC P分類項11について購買力平価を 1；十測する

ため，各項Uiこ代表的なJt百，'iiiの選択が行なわれる。
これら複数の代表品目の支出に

おける重要度が非常に異なる場合，すなわち，他

の品目との関係で相手国の構造にくらべ非常に安

L、か非常に高い（あるいは大一長に消費されているかご

くわずかしか消費されていなしつような場合には，比

較が大きくゆがめられてしまうことを意味してい

こぴ〉ことは：，~ 

/o:, 0 

二のような弱点は分類をさらに細かくしウェる。

比較の推計を行なったあと，消費比率をこの購買

力比率で除すことによって数量比較｛立を得ること

を提案している。すなわお，本稿との関連では；;z

のように示される。

PKQK .! I’I, QK 
PJ Q.1/ lう Q.J

この多国間泊分業再現行につL、て価格ICP vごf；土，

fト付けをすることでしか解決できない問題であ

主とし

て上の第 1の理由から単純幾何平均を用いること

IC Pではこの弱点にもかかわらず，
，
 

h
けノ

としている。

次に，分類項目問でアゲリゲートされた支出額

に対する価格比を得る場合には，総額指数法では

なく支出額ウェイトの加重平均法がとられる。
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以下，本節♂）残りでは、和Ji絡比の平均を得るため

のIC Pの見案二っと，個人消費；ニ閉する各項1l 

で、の品目選定の特徴などをみてみ上うの

IC Pの各小分類項目について二つ以上の代表

品目が選ばれるよう，価格データの収集が行なわ

11本，F.Qはそれぞれ侃？？？と数量〉(K：科目三I,.J 
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（総額指数法〉

l'PAQI ユPiiQi..
ユ＇PJQ.1’ごf守fQx 

〈加:m:平均法〉

ユ’PKW.1 P1 
I勺”ユI弘 •W;;

(P,Q,1) nアJ
J ム＇（P,Q.;)

(PλQi..) 
1V, 

I, →ご（丹、Q,,)

さらに，ただ一つの比較僚を得るためには‘ f二の

2式（日本支出額ウェ什、のJJ門事：平均と税同支出守口ウ

エイトの加益平均〉の幾何平均， Fish巴rの理想指数

をとる。これは田逆転テストに合格するが『それ

を構成する二つの指数はそのテストにfrt与しない

からである。

総額指数法と加重平均法との聞で，雰式の］二か

らは両者に差はないが，実際の計算において後三者

が採用される理由の第 1は，有意な数量データが

得られない項目がある場合に，後者はすd之ての価

格に対して数量を算出する必要を回避できるとヤ

うことである。その第2として，多国間比較を考

慮し，数是比較に利用するためいくつかの間につ

いてウェイトを平均することが望まれるときヲ後

者では直接的な汁算が可能になる，ということが

あげらオもる〔／1:3）。

代表品目の選定の際に；土，“代表性のi11iい選択”

基準が用いられる。したがって， 2[isl問比較の場

合、同一分類項目で両国でξもに大きな割合を占

める品目が採用される。できるだけ境格，銘柄の

似た商品が選ばれるが， 1国における代表性と多

国間での普遍性の基準とで，一つの 2国間比較に

おける採用品目と他の 21週間比較における品目と

が異なることがありうる。しかし，この問題は多

国間比較の場合に起こる問題であり，本稿では直

接に考察されてはいない。

24 

IC Pでは，基本的には産出法による価格比較

法が採られるが，いくつかの分類項目につ1,'－，こ

は，それらをチ工、ゾクするため各径の工夫をする

ことが提案されている。第 1は，ヘドニック指数

法の利用，すなわち価格と規格あるいは品耳・性

能の指標に閲する回帰法の利用としてまとめられ

る。たとえば，アルコール飲料の価格と数量の伯：

誠一一容量およυ；アルコール含有房一ーとの関係

から，価格および数量比較を行なうことが提案さ

れている。ゴミ7こ‘冷蔵庫，電気ストーブ，ノレーム

クーラーなどの家庭用耐久消貨財や，白家用乗用

-,i王や，オートパイなどについても同誌に，｜吐,J,,-ih去

さ試みることが述べられている世4）。指 2は，価

格比較法のチェックの意味で，直接に数量比較を

行なうことである。たとえば，総家賃の価悩比較

に対して，居住単位数を用いた 1人当たり住rとfl-

ービスの数量比較を行なうことや，雇用，労働々

のデータから家事使用人数乞報酬をワェイトに

して家事サービスの数量比較を試みることがあげ

られている。その他，輸送では鉄道や道路山系，'.t手
数および乗客人キロ数を用いた数量よじ較，新開発

行部数あるいは l人当たり新聞用紙消貨総量や，

吉器発行部数による古詩，新聞，雑誌の数量比較

なども考えられ二いる。

C:L 1) UN, ICP，“ Methods for Internatiorrnl 

Pr口ductan〔iPurじhasingPower Comparison，＇’ Sep 

tembじr1969. :t'R.'o 

(;I: 2〕 Ibid. J 、それ，／・ l己51:1日j』：； .；冥主j:,jD 

(,' :~] 七；~ l ' 、［＇.. ~つことな判、J 通 1i；よl 主七： tl''

ェ 1 ト ~11 lf¥司ιJ!;il，、じ上る !ilii1片J凡必ず占可!C,',;N／；、はま t九わ

山唱、。すなfjち， f1lfil"'r比i.it :l]うじた i'r/,H ,•-;1ilii行と，

支出おじっ含まれる（rlii裕とり［了j ・i'l::J必.rt. ｛保証され

i'., L、。

C+: 4〕 日本山行動4ょに’・：JI，ιて山正ljll,J削； ~，加藤寛

平：「デ－ 安 ｝） 民的吟味，ll方弘一一ーと、 vこ品目変化CJ処

1月二つし、て一一一」（紅同府統言l局『約/i;li閲述情報〆ス p

ム」統言十データ・パング研究資料凶 昭和48年 3}'J)



Ⅱ　韓国価格と日本価格の比較
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を参照。

II 韓凶価格と日本価格の比較

1. 品自の対応

すでに述べたように，本干潟の口的i土， 1967年と

1970年を対象年次どして，日本と韓国の 1人当た

り個人消費水準を比較することである。そのため，

I C P分類に従い，代表品訂の選定，価格デーケ

の収集，品目の対応づけ，そして個人消費支出額

のIC P分類への組み替え，推計が行なわれた。

両国の価格資料， ，＇，ii討対応について説明しよう。

日本の価格資料は，約330品目にわたり 1967～70

各年の全国平均価格が IC P分類で整理されてお

り池1），本稿の日本価格はほぼ全面的にこれに基

づく。ただし，上の永山稿における白木価格i土日

米比較用に収集されており，必ずしも日韓比較で

は適当でないものも含まれている。したがって，

本稿では，以下の韓国価格との対応をJ考慮して，

総理府統計局刊、売物価統計調査年報』昭和42年，

昭和45年から， ''.'fl;者が算出した全国平均価格を用

いた，Iii日本いくつかあるの韓国側の価格は，消賞

者物価指数を作成してし、る経済企画院調査統計品

の価格調査に準拠し，主として「物fit百年報』に採

用されている品目を検討し，一部分特別調査によ

るものも含めて約2仰品目について入手した。

もらろん，これらのすべてが本縞での作業で採

用されたわけではない。その理由としては，

(I) 韓国側jの銘柄が明確でなL、かあるいは，日

本品目と対応する品目が存在しないかまたは

調査されていなし、，

(2) 調査されていても，その単位が比較不可能

である場合，

(3) 品質に関する情報が十分でない場合，

があるo (1）の例としては，バター， R!気洗還機や，

ι実質消費1/(if,n円1際比較

激物における日本のじゅうたんと韓国の床紙など

がある。（2）の例では，さんま10尾ゃなす10個とい

ったものがあった。（3）に問しては，厳密に考えるな

らば極端に品目数が少なくなると思われるので，

できるだけ，1/i目数を多くするよう，近似あるい

は代替できると思われるものは採用するようにし

た。こうして第 1-1,:に示したように，韓国で201,

日本で 196の銘柄が採用された〔注2）。両国で銘柄

数に差があるのは， 1品目に複数銘柄を対応づけ

た場合があるためである。

品目対応の詳細は付表 1左欄に示されている

が，対応づけの際の問題点を若干指摘しておこう。

＜食料．飲料，たばこ＞

0 日本の米は配給米と非配給米の加重平均となっ

てレるので，韓国側は一般米と政府放出米の単純

平均をとった。同様の加工は，生肉について，部

位別に価格が調査されていないため，日本の豚肉

（ロースと千ョップ〉，鶏肉〔もも肉と手羽肉）ではそ

れぞれ単純平均をとって対応させた。やや問題は

残るが，たばこについても同様にした。

第 l表日本・隣国の；自賛／ド準比較のための採用品目数

I C P （個人 ii'i背） 共通に
1:;l/: f司 H ：本取られ

一ゴー一ー 5j まは
た品目

(A) •,B1 数 1.1:・,

りI 食哲1具主，飲話熱備、fばこ 対
72 70 

(I~ 衣'!J( , A五 26 if~ 23 
m , 光設 12 12 

《M 家主被養通h，，，化他保iサ娯的の前健七商ー；主サ，ビ家ス庭則 4ム＇5

24 24 

05 医5ξ－ サービス 7(4) 7(4) 
06 l~l 11 10 

07 教 ，教育， : 19 I 19 18 
文 一ピス

（）円 その 商同品・サー｜I 221似l I 22己11 22t2f ビス

（） 何人消費計：201(197) !196 (192) 186 (182) 

〔注〉 l)'.A11)3欄は付表 lで対応づけられた銘柄数。

2) •,C: 欄；ま｛、j表 1 右欄の個別品目数。

3)( ）内l土1967年の品円数， 1970年と異なってい

る場合のみ示した。

2:5 
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0 日本のサラダオイルtこ韓国の菜種油とゴマ油の

単純平均を対応させた。そのi也， 7 リームパンと

ハンパーガーロ－，レ，カンパンとケラッカー，さ

んまかん詰とまぐろかん舘では，厳密には対応し

ていない。これらを含めたことによる影響は不明

であるが，そう重大ではないとして含めた。

く衣料，履物＞

0生地については，規格，品質のぴったり対応す

るものは全くなく，複数品目の$.純平均をとって

対応させた。

。被服類は韓国では既製服より世文服の方が安

く，日本と逆であるが，無視して対応させた。仕

立代に関する情報があれば，伺らかの調整が可能

であづたかもしれない（注3¥

＜家賃，光熱費＞

o設備5}1j，タイプ別などの家賃についての詳細な

情報が得られないため，単純に平均家賃を採用す

ることにした。両国の住宅センサスから借家の平

均床面積に関する資料を用いれば，もう少し精密

な分析ができたであろう。この点で改善の余地は

あるが，家賃，住宅の国際比較の問題は詳細に扱

うとすれば，独立した論稿を必要どするだろう。

今後の課題としたい。

＜家具，設備，家事サーピスなど＞

0食卓，整理たんす，炊飯器は，生活様式の違い

から厳密には対応しないが含めた。

0家事サービスに関するデータがなく本研究には

含められなかった。おそらく，ウォン対円の価格

比を低めるー要素になったであろろと予想される

が，これを含めなかったことによる効果は明らか

ではない。

0バケツは，容量も骨質も異なるが，それぞれの

項目の代表品目としてそのまま比較した。

く医療＞

26 

o;JさにつL、ては不明の部分がかなりあるが．ビタ

ミン剤，風邪薬，抗生物質の 3穏で対応づけた。

0医者のサービス，病院などの経常支出について

は，日本価格について筆者が『診療報酬点数表』

から算定したものを用いたが，品目数が少ないこ

と，および両国の医療保険制度の普及度の違いを

考撤して（注4〕，後に投入側からの数量接近による

補完が行なわれる。

く交通，通信＞

0釆）討車，およびその維持，修理等に関する比較

は本稿では行なわなかった。

0購入輸送サービスについて，後に数量接近によ

るチ且ツグが試みられる。

＜教義，娯楽，教育など＞

0韓国の映画観覧料は輸入映画と同内製と別にな

η てL、るので，単純平均をとり日本の映画観覧料

と対応させた戸

。新聞，雑誌については言語が通うためへージ数

の遣いは無視することにした。ただし日本語と韓

関掘の場合には，数字の適当な換算が可能である

かもしれない。後に，数量接近によるチ且ツクの

試みが示される。

o教育については， IC Pでは投入接近法が提案

されておりー本稿では後に大胆な仮定を用い数量

からの間接価格比を算定し，それを用いることに

する。

くその他の商品・サービス＞

0外食に関しては，かなり品目数が少なく思われ

るが，資料の制約のためかなり思い切った対応を

せざるをえなかった。改善の余地のあるところで

あり， IC P提案のように投入接近法による試み

も将来の課題として残された。

0宿泊については，ホテルと旅館それぞれの価格

が得られたので，ある程度の近似になっていると
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思われる。投入法による試みは本稿ではなされな

U、。

2. 品目別務霊力平価の計溺

以上のように対応づけられた個別品目数は，第

1表但）欄のように， 186となった。そして ICP 

分類ごとに， i斗分類内で複数品目がある場合iま，

それらの幾何平均がとられる。その結果は， j寸表

1右欄に示されているが，韓国価格に問題が残っ

ている。すなわち，韓国側の価格データは全国平

均価格ではなくソウル価格であるので，何らかの

調整が必要である。

ソウル価格をとったのは，他の諸都市に比して

最も採用品目数が多いためである。われわれは，

全国平均価格の代用として‘ソウル価格からよ十算

した全都市平均価格を用いることにした。しかし，

都市人口比率が約70%である日本に比し，韓閣の

場合は約40%でしかなU、世5）。全国平均価格を得

るためには，手！：都市部の価格が必要である。議林

部の『農林統計年鑑』に；農村物価指数が発表され

ており，そのうち農家家計用品の価格が91品目に

ついて示されている。このうちの約70品目はソウ

ル品目との対応づけができたが，商品の械念や品

質，単位などが明確でないものがほとんどである。

したがって，これらを用いて韓国の全国平均価格

を推計し，日本の価格と対比させ価格比を作ると

いう作業は断念せざるをえなかった（注6¥

こうして，われわれはソウル価格と全都市平均

価格との比はすべての品目で同一であるという大

胆な仮定をおき，その間の変換係数を，地域差指数

を参照し地域別総合指数の比から計算した借り。

すなわち，

PK cP1:=rPs 

r-f 0. 97・ ・ 1967年
一ll.04・・・1970年

実質消費水準の国際比較

ここでfPK：韓国の全閣平均価格
{ Po：全都市平均価格
l Pメ．ソウJレ価t持

を全品目について考え，韓国ウすン対日本円の購

買力平価を算出する際の価格比とした。 IC P分

類ごとの価格比は付表2に示怠れている。

C ii' 1) 永，LiLトl[llj「消費部「＇！＇、lて主：H.価格比4をx：ごず
い一，：J （日本守q『

の5経質比較』 昭和46年） 43一60ベ一ジ。

（注2) 拙楠「日本と韓国の消費支出の実質比較」

（統計参考資料 No.83『実質生産の閤際比較に関すあ

研究一一消費支山γつL、て一一JI .7 f経済研Jtl司i

197:3年）参照。ノム f，，品目対応／）j主！、：土，そのt迂
業によつて梢なわれたものであるo

（注 3) この期間の日韓の賃金較援をみると，金製

ゐ来で韓国の l人九f：り月平ん賃金は為替レート＝

N~ りして， 日本：l ;,  :: Lの約20%, ＼必ft・衣類関山、では

rJ30%である。サービス料金につ 1., ( Ii, この車文芸が

大きく働いていると思われる。 ILO,Year Book 

of Labour Statistics, 1971. 

〔，J:4) 数＝子；土＇.R'l 古いが，斡国保健社会部 i't•,4iii

{),!; ＇）；統計調査悩｛＇；』 1966年，に山ノる｛台療費支」；f、臼：J.'

者数の割合は次のようである，

（一邸半額あるいは全額無料 13% 
健康保｜没 j，よ ［＇.災害補償 29 ら
その他f；上＇；＇，不明 :30 

' ｝ 

半島1ないし全百回無料仁川ケースは低f'iF得者層に対する社

会福祉的性格を強くもっていること，第3のものは一

部の公務員や職場でのみ適用されていること，の 2点

を考えれば， 1970年時点でもこれらの割合は大きくは

定わらないと！どれ1：る。

（［主5〕

1965年

］畔

都市人口比率〈%〉

わ8.1

72.1 

お.6(1966年〕

41.2 

Ull所） UN, De桝 ognphicYearbook, 1970, 1972.より。

（注6) 大まかに含って，農村価絡は食料品ではソ

ウノレ価格より 10%程度安〈，大工子間賃や理髪料では

:io～40%安く，また Ll転車なとこは10数%高くむ「こ

る。全体と 1.て， /1＼！村平均価約；；ソウル価格よりゴ＇＇

10～20%低いものと思われる。

（注7〕 全都市平均価格がすべての品目についてソ

27 



Ⅲ　日本と韓国の消費水準比較
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III 日本と韓国の消費水準比較

個人消賀支出額の推計

支出額データは， IC P分類の小分請が所汚統

計の分類とはかなり異なっており さらに詳細に

なっているため‘ その推計iこは相当のf吉報ぷ必要：

である。 1967年の日本の支出額はラ 1965年産業連

関去の最終需要部門のうら家計消去支出と ・郊の

政府消費支出の計数を ICP分類iこ組み替え，

の比率を利用して国民所得統計より 1967年｛！立が算

出されている惜1¥, 1970年支出額也， l王，r同1援に

して1970年産業連関表（511部門）の計数を用い，

その割合で lCP小分類l二；i;:1］りふられたUUl。

韓国の場合｛土， 1966年産業連関去（298部門） en 

計数を利用して（注目，総額1967年偵を推計ーした。

すなわち， 1966年産業連関表における産業部門と

IC P分類どを対応づけ， 産業連関去における最

終需要（民間消費支出＋一昔話の政府泊費主t+l）の各部

門の道要性（相対的主1]fr）；土1967年においても変

わらないものと征定して， I C P分類での個人消

費支出額を推計した。ただし， 1970年につL、ても

同様であるが，産業連関部門と IC P分類との間

には複数対複数の対応がかなりあって， それ以上

詳細に比率のわからないところでは，ユ石口の数に

応じて単純に按分されている。

28 

T夫を要した点は， 産業連関去は生産者価格で

；＼干価さjしており， これを購入者価格評価に変える

こ土であったD 1966年表で民間消費支出総額の

11.3%も占める商業部門を，家計調査から組み替

えた IC P大分類（Ol～08）の大きさに応じて比

例配分 L, IC P各項目へは大分類内での項目数

で除して（大分知内では）すべてに同額を割りふ

った。運賃部分については， マージン部分と本来

の輸送部分とがわからないため，

されなかった。

同様の工夫はな

ヒで述べた一部の政府消費支出とは，教育研究

機関 (19GG年表コード82100）と医療保飽（ド］82200)

である。 IC Pで定義された個人消費支出にあた

る部分だけを抜き出すことは不可能であー「たの

~ ,: ' ここでは，両方とも政府消茸支出額全額を

I C P個人消費支出額に含めることにしたほ4)。

拝同の1970年支出額もほぼ同様にして推計され

たが‘産業連関表の分類がより細かくなっている

ので， I C P小分類まで配分が可能になった項目

や．新たな工夫をほどこすことができた部分があ

る0 1970年産業連関表は調整作業部門で 340部門

の計数が発表されており rn:s j、これを IC P分類

に対応イけたい 1967年と同じ手順をとったわけで

」， vアい

cl)もコ刀ゐ， 異なる点は次のようである。 56統合部門

レベルで．肉業マージンヲ 運輸マージンについて

のそれぞれの表が発表されているので，各部門に

該当する153部門， 340部門での支出額に比例して

配分することができた。運賃に聞してこのような

作業ができなかった1967年値に比ぺて，分類が詳

細になっていることもあって‘かなり詳しい推計

が可能となったコ

こうして推計された支出額の 4ケタレベルでの

要約；土，付表 3に日本，韓国のそれぞれが示され

ている。
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実質消費水準の同際比較

第2褒－A 1人当たり偶人消費支出額(ICP）（日本，韓国； 1967,1970) 

年 次 1 9 6 7 
一一～～ー一一ー一一ーー

国
人口 ＼ 

日

ICP 
大分類

(1000人）～

01 食 料 I 熱他品料具

83,852.5 ,l6.47 19,422.3 :12.91 34,498.9 

0曲良2 衣家重教交 賃 光

24,746.5 10.76 日，278.3 9. 73 29,873.7 8.18 5.718.2 
31,076.5 13.52 3,077.6 9.14 52,713.8 14.43 5,631.6 
14,700.9 6.39 917.7 2.73 18,244.9 4.99 1,947.5 
16,925.5 7.36 1,081.2 3.21 26.153.8 7.16 2、511.7 

OG 通・通 8,439.6 3.67 2,020.3 hヨ00 24,516.2 6.71 4,388.2 li.72 
07 25,979.2 11.30 2,483.5 7.37 49,086.2 13.43 5‘891.2 9.02 
08 その 24,216.6 10.53 1,398.9 : 4.15 44,574.0 12.20 4,761.1 7.29 

個人消費計 229,937.3 100.00 33,679.8 100.00 365,401.9 100.00 65,348.4 100.00 

（注） 付表3の数伎を本支京3行の人11で除して， 8大分類ごとにまとめたものである。年央人11l土 UN，品川0・

graphic Yearbook, 1970, 1972.より。

第2謙一B 1人当たり個人消費支出額（SNA) （日本，韓国； 1967, 1970) 

年 次 1 9 G 7 1 9 7 0 

人口国 日 本（円） 務国（ウォン） 日 本（円） ：韓国（ウォン）

ICP （）仰人））
抑制 ｜ 肌叩大分類 100,243 31, 79::l 

一一, I料警i田 5

38.32 19,422.3 59.54 I 120,239.3 34.96 34,498.9 51.92 
02 24,746.5 11.31 3,278.3 10.05 29,873.7 8.69 5,718.2 9.10 
03 賃・光 31,076.5 14.20 3,077.6 9.43 52,713.8 15.33 5,631.6 8.96 
04 14,700.9 6.72 917.7 2.81 1月.244.9 5.31 l‘947.5 :i.10 
05 11,184.3 5.11 1,012.3 6.33 2,340.9 3.73 
06 交教そ灰 通・通 : 8,439.6 3.86 2,020.4 6.19 2-1,516.2 7.13 4,388.2 6.99 
07 20,603.2 9.42 1,492.3 4.57 33,087.7 9.62 3,531.2 5.62 
08 の 24,216.6 11.07 1,398.9 4.29 43,471.1 12.64 4,761.1 7.58 

個人消去計 218,820.1 lf治的 :12，時19.8 JO(). 00 :,,l:J , Cl伺 .1 100.00 前2、817.6 100.00 

（注〉 算出の方法はA表と同じ。ただし，医療，教育などの政府消費支出からの移転部分を除く。

次は，両国各年の支出額を 1人当たりに換揮す

ることが必要である。付表3の支出額をそれぞれ

の年央人口で除して得られる。こうして得た 1人

当たり個人消費支出額を， IC P大分類にまとめ

て示したのが上の第2設である。京2表－Aでl士

IC P概念による個人消費支出額で，医療，教育

などの政府消費支出からの移転部分を含む。第

2表－Bでは参考として，それらを含まないSN 

A概念による 1人当たり個人消費支出額を示して

おいた（註6）。

2. 数量比較による若干のチヱックとウォン・

円購買力平価の算定

内オン対円の購買力l!'・価の算出には，すでに述

べたように，各分絹内きは単純幾何平均による価

格比（付表2），それらのアグリゲーションは支出

額ウェイトの加重平均法が用L、られる。価格指数

の算式は次のようである。

29 
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ユPAQ.J 二、（；~）（P心I）一、｛~K)W 1＝ペ（仁＇）w,
ユP.,Q.1 - ご（P.1Q.1) 寸打 j " ¥F.1! 

（日本数fヨウェイ i、の価格指数〕

ユ’f示QK J l 一一 J 
~＇｝うQ" tI'.1¥ rrパ’ I1'1 ¥ 

I A ( D乙）（PKQK） ご（》.)WA ご＼i; ) Wアλミー， 、a h,  リ ， 

ー ご（P1.:QK)

（斡国数量：ウコイトの価格指数）

(P,Q.1、｝
W.1 

J ユ’(IぅQ.1)

(PKQA) 
1'V，・ ん

K ccユ（PKQK)

および， I'K= r ・ I's 

ここで，ウォン・円の実効購買力平価の算定に

入る前に，投入法あるいは直接数量比較を用し、て

若干のチェック，補充を試みてみたc

IC P05.3医療従事者のサーピスにつし、てー投

入接近法による比較を行なっ ζみた。作業の詳細i

は付録 1iこ示されているが，われわれは数量比の

最も高く出た投入法による結果を採用することに

した。他のアプロ一子に比べて最も信頼性が高L、

と思われるからであるc

I C P06.3購入輸送サービスにつL、て．直接数

是比較を試みた。この項目の二つのアプ口一千に

よる結果には，かなり大きな差が発生してお；1,

直接数量比較が良いチ工、／ケの役割を来たレ口、

るとは思えない。付録2に示しておL、たように，

やはり価格比較法による結果をそのまま．？うすン

・円実効購買力平価の算出iニ用いる。

IC P 07.31新聞・雑誌につL、ても‘ i包接数量

比較を価格比較法の結果と比較してλた。結果は

それほど満足できるようなものとは言えないが，

価格比較法を用いることにした（付録日参照）。

I C P07.4の教育については，教員給与ヂータ

の制約から，不完全な投入接近法によって比較し

てみた。韓国の教育サービス水準は，日本の約

40%とし、うことがわかった。 1967年についても，
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この水準は変わらないものとして価格比を出し付

表 2の中に組み込んだ〔詳細は付録4参照L

以上の検討の結果，医療サービスと教育サービ

ス（こっ1‘、ては‘投入接近法を採用することとし

間接価格比を算出し，付表 2の中に示して才j＼，、たっ

さて，これまでの検討，チェッ 7の結果をふま

え．付表2の価格比を 1人当たり個人消費支出額

をウェイトにして加重平均し，購買力平価を算定

する。付表 1, 2にみられるように，小分類のレ

ベルで価格比デー守のとれなかったものがL、くつ

かあるm7ヲ。したがって，その項目の価格比は同

一大分類内での他の項目の価格比と同じ変動をす

るものと想定して計算されfι すなわち，ウェイ

トのど I)j'jは単王℃内ェイト〔ネットウー fト〕では

なく，大分類レベルでの複式ウェイト（グロスウ 1

fト〕方式に上る。

第九去にその結果が示されている。個人消費全

体では，外貨換算率はウォンの円に対する購買力

を，日本数量ウ工イトではzo~s ‘ 19%，韓国数量

ウコイトでは実に 106%, 76% （それぞれ1967年、

1970年）過小評価している。幾何平均による計測

値でi土．外貨換算率はウォンの購買力を1967年で

57%. 1970年では45%過小評価してし、ることがわ

かる。

貨目別に幾何平均でみると， 1967年では02衣料，

03家賃・光熱， 04家具など， 06交通・通信. 07教

主主・娯楽・教育にJ31.、て全体よりも，韓国価格が

l白い.. 1970年では， oz衣料， 03家賃・光熱. 04家

具など， 05医療， 06交通・通信において，相対的

に韓国価格が個人消費全体よりも高い。そして司

この年次聞の増加は，医療費で最も高く，家賃・

光熱，食料品そしてその他の財・サービスと続い

てし、る。

：ぉ；3ltの数字を，日米聞の実効購買力平価（注目〉
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実質消費水準の同際比較

日本治国間の消費者物価比較（ウ 1〆／円， 1967年， 1970年）
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1n1 I 購買力平何挽算

外貨｜（ザ T(sf !(9) 
概算率｜ ｜ 

｜日本｜韓国幾何平均
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:-l0.6 
17.5 
13.1 
8.3 
8.4 
31目7
12.6 
7.6 

分

食料品

事賃・光妻
家具・設備
医療
交通・通信
教養・娯楽・教育
その他

例人消 費計

大ICP 

。1
02 
03 
04 
05 
06 
07 
08 

0 1.44 29.3 35.6 24.1 23.2 

（注）

カパレッジが

異なるため直接の比較は問題であるが，医療費は

日韓関で1970年では，

高いことが指摘できょう。第3は，と比べてみると，興味あるいくつかの点が指摘で

きる。その 1は，

力平価／公定レートの比率がかなり高くなってお

日米間では，食料費の実効購買

かなり高い比率を示してい

日米間で1971年の保健・衛生は最も低い比るが，その要因として，肉卵類， Ji'l）事：／iなどの日本価

格の両さが指摘されてレる。日韓の場合，食料品

り，

F十1を与えて＼＇ることである。

主た，一般に所得水準の低いl五では公定レート

は実効購買力平価よりも高い水準に定められ，経

済成長とともにこの差は小さくなると嘗われてい

のこの比率はむしろ低く出てL、る。穀類，肉魚，

野菜などの韓国価格の低さが影響していると思わ

そのような

3 I 

る。短期間ではあるが，第 3表から，

日米間でも日韓聞でも，家賃・光

熱に対する実効購買力平価／公定レートの比率が

れる。第2は，
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傾向が読みとられる。

3. 実質消費水準の比較

前項で算定されたウォン対円め購買力平価を実

勢レートとして，日本と韓国の実質消費水準を比

較しよう。これは，第2表－Aの両国 1人当たり

個人消費支出額比を，第3畿の購興力平価で除し

て求められる。日本の水準を 100としたときの韓

国のそれらが，第4表に示されている。

個人消費全体でみると， 1967年公定レートでは

韓国の国民1人当たり消費水準は日本のそれの約

19%であるぷ，実勢レートでは23%（日本数量ウ且

イトによる価格比で支出金額比を除したもの，したがソ

て韓国価格ウ且イトの数量比）から40%（韓局数I;;，内

ェイトの価格比で除したもの，したがゥて日本価格ウェ

イトの数景比〉の間にあり，両者の幾何平均では

31%の水準となっている。このとき貨幣購買力は

為替相場の1制0円＝76ウ4ンに対して， 100円＝48

ウォンであり，ウォンのレートは円に対して約64

% t__第4表（5）欄1.57の逆数）過小評価されている。

1970年についてもほぼ同様で，公定レートでは

20%であるが，平価では 24%から 36%の間にあ

り，幾何平均では29%という結果になったe この

とき，実勢のレートは 100円＝50～74ウォンとな

り，幾何平均では61ウォンである。 100円＝88ウ

ォンの為替相場は，ウォンの円に対する購買力を

実勢よりも69%小さく評価しているわけである。

費目）.jljにみると，両年次とも食料品，その他の

財・サーピスで，ウォンの公定レートによるかな

りの過小評価が現われている。また1970年の家賃

・光熱，および医療では，公定レートによるウォ

ンの購質カの過大評価の結果，実質消費水準より

も公定レートの水準は高くなっている。これら家

賃や医療サービス，および理容・美容料金や外食，

宿泊料などを含む08その他の財・サーピスでi土、
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第4表（5），仰）欄に見られるように，その比率は消

費計の比率から離れ， 1.0からも離れている。本

来外貨換算率は，サーピス料金とは無関係に決め

られるものである。

要約してみると，この両年次問で，公定レート

による全体の，韓国の日本に対する消費水準比は

やや上昇しているのは対し，実質水準比はいくぶ

ん低下傾向を示している。費目別に（4）欄と（9）欄を

比較してみると，低下しているのは，食料品，家

賃・光熱，医療，交通・通信，の費目であること

がわかる。

（注1) 氷山 富fi/!1論文。家計調査と農家経済調査

を利用 Lた支出分類，勺組み替え，作計の詳桁について

は，井出満・本多秀司「物的消費支出の実質比較」（統計

j；考資事fNo. 54『呪資生産のI間際比較に門店Jrる統計

ll'J研究（ bl本ーイン γ〉』 1971年〕を参照。

（注2〕 1970年支出額は，井出氏の推計〈米発表〉

：？よる 4し，，アある。

（注 3) 料国銀行『1966年産議連関表作成報告』1968

年12月，および韓国銀行『1966年産業連関表』問。

（注4) 作業の詳料については， j出稿「II本と韓国

九消費支出Uノ実質比較」参照。

（注 5) 緯国銀行『1970年産業連関表作成報告』，お

；ぴ『19701＼産業連関着陸』 19四年10月。

（注6) IC Pの概念では，例人消費支山，政府消

費支出，資本形成の三つが合わさってはじめて実質

GN Pに対応するものとなる。個人消費だけを問題と

1る本帯電さ t士， SNA概念との対j仁川ため，う'r.2表－

Bで名目額を示しておいた。 GN Pベースでの実効購

買力平価の計測は，溝口敏行「実効購買力平価からみ

ん新公定 LートJ（『現代経済』 4,; 1972jF 3 JJ j参

照。

（法7) このため，両国各年次の支出額カバレッジ

,i 

瞬間 I 94.30% 

日本 1 93.49 

1970 

07.01 % 

95.25 

となっており，ほとんどの支出項目を含むといってよ

いであろう。
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付録　投入法・数量比較によるチェック
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(/i8) 芯 11「実効t之江 －JJril!tiか＇＇ ，；λfこ新公定レ』

J, J。

才j j、，； l二

1!＼波数是比較あ引、は投入接近lidこよ ζ、持完を

fl'/( L、ながら，価格比較法による実質消費水準の

国際比較を試みた。数量比較を採用すると：合、特

に，数量比較からi尊かれる制格只u土、’E聞の価格

構造，品Y瓦の違いなどの要因を必寸：しも反映せず，

その意味するところが，不確かなものとなりやす

し＼ということは明記する必要があろう。この観

点からは，購入輸送サーどスに閉して，価格比較

法では標準的なパス料金，および走行距離で調整

されたタクシー料金などで，ある程度（品）質の

違いなどは調整されていると考えられら、これに

吋して，数量比較法ではこれらが反映されてL、fこ

し、。したがって，われわれの購入斡送サ一三ス比

較の場合には，すでに述べた上うに，価格比較法

にもとづくほうが適当であると思われる。

かなり大胆な仮定をおし、た部分もあるし，なお

改斉の余地のありうる項日もあるが，われわれの

結果から，韓国の実質消費水準はこの期前日本の

30%前後であるといえよう。外貨換算率は，ウォ

ンを円に対して60～70%過小評価している。 2時

点だけでは明らかな傾向を示しているとは言えな

いが，この間，韓国の相対水準はやや低下してい

るようである。

最後に，われわれの蒸本的なご考え方である，泊

予号水準の｜司際比較にはできるかぎり価格比較法を

）甘いるべきである，という姿勢を確認しておきた

い。品質の問題などが適当に調整されるならば，

価格の持つ情報はより有効に利用されよう位1）。

将来の方向として多国間比較を試みる際にも，数

！ま比較法はあく立でも補助的に注意深く用いられ

実質消'H水準 lワl昔際比較

ることが宅まれる。

lit 1) l日I'i変化と物価指数L) n~ ：，習に閲 jる京近n

Uf 氾｝二＂，） I，＇＇＇－~ U, （；了iliches, Z. ed., Pri,-e Indexes 

and Q11ality Change, Harvard Uni,・. Press, 1971. 

lつ，；／＇；；右主および文献日録竺参照。

ど付録J投入法・数量比較によるチェック

l 迄自主従事者のサービス

抗日mi（注 4）でも述べたよろに， p,j国における医療

保険制l芝の普及rt；こ大きな違いがあるため，胸部X線診

断と診察料三品はの単純な価格比較がかなり危険である

ことは容易に4えムれるの Lユこがって，ここでは ICP 

児雫のように役入f/;;i/.Utーによーノて，ff!¥ II＊と緯国の医

照ザーピス水准の比較を行なおうほ2:0 サービスノk準比

快における「投入接近法」の基本的仮説l't，その十一ビ

ス；こり Jるー支出i土当；マナーピスに従事する人数に比例

す乃，！：：＇，、うことであろう。このとき，医療）サービスに

ついては｝Iii悼！交の等しい｜芙療従事者の質はすべての同

ごj，，］ーであるとふなされている。

生て，医県従事討の数をタ fプ引に知1ることはそうむ

ずかLく；tないっ 1970年の両国における，医師，歯科医

師，~定斉iJil1fi ，看護婦の数［土， F J）沼5支－Aのようであ

し三のほかに，韓国で［土持医師〔淡方医〉，助高貝が

かなり t紋あ IJ，主た少放の5.lt'Wil司iやた原町も分類され

ごいろσ しかし.iJ3')] ['i;：などは適：与なおう守デー夕方1なし、

ごと， i主者の知'ii桁（lliなどは医療関係全従事者’数に占める

割合がごくわずか三ιること，からゴモ体の約80%を占め

る上の4者でf¥;;jlさせることにLたびこのほかに， X線

技師など t合められど】ぺきかも Lれないが，結論；こそう

大きな速いはもたム三ないだろう。この苧； 5表－A をも

とに，年央推計人l1 （悼Qi]:31. 793、11本 103.540；そ

れぞれ1007了ノり で除Lご，人11100万人あたり L門医療従

事者数とその比率を示したのが次の第5支 Bである ο

第 5表－－A I l十：.i~llti U ノf'cl守従事出紋(19701、 ¥) 

,<';' lr,1 ! 

17 、 1州 14,9:~z 118,990 
1~, :f！医（；1¥i 2,122 :37,859 
莱 :g!J 日耐 14,648 79, :,9:3 
右 ミ主 J山円' 14,506 126,476 

(I対所〕 将図・ 11＇.健社会む； i;『係長l'i'i会統計年以』 1970

日本：厚：i三省『r;:師， 市HE再開， l;宅7市j肝詳LfE』1970

'r。想生省『昭手1145年樟i'L行政業務報告』。
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~5表－B 人j_J100 )j人当たり医療従事者数（人）

0.4087 
0.2371 
0.6008 
0.37:lfi 

勝国／臼本国｜日

469.7 
86.7 
460.7 
456.3 

（出所〉 第5表一A。

第6表医療従事者のタイプ別平均給与（月額， 1970年）

韓国（ウォン） 日 本（河）

箆 師 70,628 168,089 
前科医以i :,8, 700 13:3,951 
、集 斉lj

婦自uI 
42,695 ti0,687 

i翁 曹皇 19,137 53,080 

（出所） 磁属：労働庁『It/車種別賃金務査結 j荘報告，H』

1970年。

日本：人事院『実質賃金の現状』 1970年。

さて，投入接近法に従えば，これらの比率をそれぞれ

のタイプ別の所得で加重平均することによ－， C，サー 1二、

ス水準比を得ることになる。これらタイプ}.JI］の平均所得

は，第6;i受のように得られたが，韓国側の数字は原資料

そのままではないので注立を要するハ労働庁の調査では

従業員数10人以上の事業所についてのサンブ勺レ調査の結

果を集計，公表している。歯科医師を除いて，男女別；こ

平均賃金額が示されているので，われわれは，タイプご

との平均を出すため，サン7・1レにとられた男女人数に上

る加重平均をとるよ二とにした。ま之， R本；ιついてミれ

らに対応する信頼できるデータはないが，人事院の報告

が唯一利用できた。国立病続勤務者に限C,f；＿.てはいる

が，タイプ}.JI］の給与差は反映されているものとして利用

した（注3¥

これらの給与をウェイトとして，第5表－Bの人数比

を加重平均してみると，韓国の医療千ーピス供給量l土，

日本を lとした場合，

韓間給与ウェイト： 0.4288

R本給与ウェイト： 0.4041

両者の幾何平均； 0.4161

である。したがって投入接近法によると韓国の医療叶ー

ピス水準は日本の約42o/oであり，両国の所得較差を考慮

するとかなり高U、ものと思われる（注4）。

さて，外貨換算率を使って，通常の安出法に対応する医

療サービス水準の比較を試みてみよう。第7表は， ICP 

分類05の医療・保健費の支出額を示したものである。市1
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門家の什ーピス司 十なわち医者，肴護婦等医療従事者の

給与（053）を利用する。 これによると， 日本の 1人当

たり医療専門家叶ーピスに対する支出額l;l:3257.4円で，

悼国のそれは 851i.lウォンであ引に。韓凪のウォン表示

額を外貨換算率で円に換算すると，それは 969.9円とな

り日本の支出額の0.2978となった。すなわ t，＇韓同の医

療サーピス水準は，日本の約30o/oであるということにな

る。ここで使われたレートコ0.88:=l7.つまり，われわれ

は今，公定レートで 100門出88ウォンと考えて，韓国の

医療サーピス水準が日本の約30o/oであると L、う結果を待

>-
l、．．。

ところで，前にみたように投入接近法では， 0.4161が

11 本を！としたti~｛？の韓国の医略作一ピス供給量であっ

た。しかし，両国の医療サービス支出の公定レートによ

る比較では，日本を 1とすると韓国は0.2978でしかなl、。

ここに，両接近J去の結果の関に，大きな鐙呉が発生して

L、る。もし，この内結果の｜司に一致性を考えると，医療

叶ーピスに対する実質礎買力は， 100円二63ウォンとな

り，公定レートの100円出88ウォンの1.4倍となる。すな

わち，ウォンの医味サーピスに関する実効購買力il. 円

に対して約40%過小評価されていることがわかる。

また‘価格比較法では本文でみたようにこのi夏目に

対する価格比はo.122 C付表2）であった。これは， X

線診断と秒察料の2品目の単純幾何平均で‘代表性の点

鮪7表医療 1人当たり支出額（1970年）

｜日本斡｛、i

医療・保健 IC P分類
% ウォンi% 円

。511氏£町， 1 8638.8 33.o:i 75,.81 :m 11 
12医療材料！ 8755. 7i 33. 481 vi! . 10 

052 医療器具，設備｜ 26141 1.001 2.5 .10 
053 恥者等，＿，，給 r, 3257.41 12.4.51 856.li 34.08 
054 病院等の経常支出 5240.5 20.04別3.0,3:i.55 

I I I 
I I ' i 

05 ：：ト I26153 8100.002511. 71100. 00 

（注〉 第2表－Aのうち， 1970f干の05明日の細かい

分問を示したものである。付表3をも会目、君。

第8表医療従事者tトーピス引け韓比較（1970年）

l投入接近法｜価格比較法 J外貨換算率

価格比 I 0.632 l 0.722 0.883 

数量比 0.416 
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からもかなりの危険性があることはすでに指摘した。こ

こで参考のため，この価格比を使った医療従事者のサー

ビス水準比を出して，投入法および外貨換算率による価

格比，数量比と比較してみえのが第8表である。

この表から，投入法による水準が最も高くその価格比

が最も低いことがわかる。われわれは価格比較法を補な

うため，投入J妾近法による比較を試みた。代表作，カパ

レッジの点でも，投入法による比較の方がJ'l＇.、結果を与

えているように息われる。 1967年についてはデータの制

約のため問じ試みはなされなかった。しかしながら，数

量比は1970年と同じであるという大胆な仮定に立q て，

1967年価絡比を求めると 0.280となった。本女；で説明し

たようにわれわれは， 0.280,O.fi::l2の価格化をウォン・

円購買力平価算出に用いることにする。

2. 購入輸送サービス

この項HはIC P分類では，近距離，遠距離，および

その他の輸送サービスに分かれ，そのうち遠距離輸送は

鉄道，パス，飛行機からなっている。第E節の価格比較

法では，この項目に対する1970年の価格比は0.574（付表

2の価格比を 1人当たり支出額で加重平均したものの幾

何平均） cなった。これを用いた数量比は0.442_l::なっ

た。これに対応する直接数}t（比較を求めてみると．第9

表のように，O目 148，すなわち日本の年間 1人当たり輸送

サービス量を 100とすると，韓国のそれは約15である。

この項目の支出額比をこの数量比で除すと閑接に価格比

が得られる。これほ1.714ということになった。価格比較

法に比べてウォン価格が安く，したがってウォンの購買

力が小さく評価される結果となった。この2方法のかい

離の要因として，貨物の取扱いの違いが考えられる。価

格法での価格比には貨物が含まれておらず，ここでな貨

物を含めている。旅客と貨物とで，日本と韓国の価格構

造が異なるのが影響してU、るものと思われる。かい離の

要因の第2は，第9表で鉄道，自動車などの輸送手段別

輸送量を単純に加算してしまったため，この直接数量比

較から間接的に算出される価格！七の意味が不明確になっ

ていることであろう。

したがって，数量接近による輸送サービスの比較は，

なお改良の余地が残されており，ウォン・円実効購買力

平価の算出には価格比較法を採用することにする。

3. 萩間，雑誌

次に， l C P0731の書籍，新聞，雑誌では，価格比較

法では付表1にあるように，日刊新聞 I，月刊雑誌3

と4品目がとられている。価格比は 1.032, 数量比は

実質消費水準の国際比較

鰐9表購入輸送サービスの数量比較（1970年）
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第10表 l'lrllefl，書籍，雑誌の数量比較

l韓国｜日本｜韓国／臼本

1キログlキログ｜

1. 新聞用紙｛：， 人当たり年｝｜ラよ28] ~~061
¥ri1国r'J供給量／ I I 

印刷・筆／ 1人当たり＼ ｜ ｜ ！ 
記用紙 1年間生産量） I 1. 1s1 2a . 2sl 

I s.田｜必341 0.1188 

(it) 〔新聞用紙〕！？本：『日本統計年鑑』と『日本貿
li；月表』 1970fil2i]から新聞を取紙SI TC 641-1 
をとった。韓国： KoreaStatistical Yearbookと関

税庁， MonthlyFo何 ignTrade Statistics, 1970, 

12月の6411.
mi刷・筆記用紙〕日本：『日本統計イド鑑』かム印刷
｜｜！紙と筆記凶同用紙。韓国： Kο同時 Stat，・stical
Y('arb即 ，k.力、久間活紙のそれぞれ 1七示量。

0.088となった。これに対応する直接数量比較のために，

新聞用紙の年間国内供給量と印刷・筆記用紙の年間生産

尽をとってみたn 第10表にその算出結果を示した。これ

に上ると，数量比は 0.119でこれにもど寸く間接価格比

は0.762となり，価格比較法の結果に比べると，消費水

準比は高めに出てきている。

日本を中心としたアヅア諸国の生活水準の計調lj例で

は，数量比較による消費水準比較は，価格比較法の場合

よりも高く現われることが指摘されてk、る駐日。車接数

量比較は価格構造の差や品質の違いなどを反映しないこ

とによるものであろう。ここでもその様子がうかがえそ

3ラ
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うであるが，価絡比較法では新諸，；繋誌ともにそのベー

ジ数の違いは考慮されておらず，ここの数量比較では，

印刷・筆記用紙の種類.5}1J数f立が不明の／こめ，両接近とも

に欠点を持っているといえよう。ウォン・円の実効続i'v:I

カ平価の算出には価格比較法を用いることにした。

4. 教育

さて最後に教育であるが，この項目について IC p-,. 

は，医療サービスと同様に投入接近法を採用することを

提案している。すなわち，初等，中等．均等教育：つ 3段

階における教員の数と平均給与を用いて数民比較を行た

う方法である。われわれは，これらに適当なデータが得

られなかったので，人口 100万人当たり教員数の比取を

上の3段階ごとにとり，学生 1万人当たり教員数を内ー

イトに加重平均し，教育に関ナる数量比とした（第11袋）。

不完全な投入接近法ではあるが，学生当たり教員数の相

対的大きさが教育サーピスの廷を，ひいては給与の相対

的大きさをも反映しているとすれば，このウェイト法も

妥当性を持つだろう（注6）。

こうして得た数法比を，外貨換算晃容によろ数量指数ど

比べると，韓国の教育サービス量は日本に対し前者では

38%，後者では21%となり，外貨換算本は教員の給与を

ウォン安に評価していることがわかるい心立レートのJOO

円＝88ウォンに対して，と.：.守の照接市川名i七は100河＝49

ウォンである〕。

医療従事者の井町ピスと同様に，教育→Lーピスiこっ．、

ても，とうして出された数忌比がら導かれえ間接（1lli十件i七

を，購資力平価の算定に用いることにする。さらに，

第11亥教育の数昆比較（1969fr)

i I l 幸雄図
A. 人口 100万人当たり教員数｜］待問｜日本十一

｜ ｜ i日本
1. 初ウ教 i'r i 3,094ゅ；io.sno
2 中等教 fr : 1 , 448: 4, 33410. 33-11 
1 高等教育 302: 1,423:0.2122 

B. 学生 1万人当たり教員数

1 初 3 教 tr Iロ11 お5
2. 中 等教育 I 265i 481 
3. 高等教育 I 505 895 

C. 日蒋教育水準比較（日本ニ 1)

日本ウェイト 0.3902 
軍軍 国 ウ ェ イ ト 0.3664 
幾何平均 0.3781 

（出所） UN, Statistical Yearbook, 1972.から（A.B.) 

（注〉 c.の水準比較はB.をウヱイトにしたA.の（事f

同／B本） Jι、手の加重平均。
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1967年についても支出金額比をこの数量比で除した間接

価格比を用いることにした。これら間接価格比（0.532,

0.491それぞれ1967年， 1970年）は， H表2の中に温み込

主jL示されている。

(it. 1) UN, ICP, op. cit., Chap. II, C“ 

（注2) ll本とア l I) 7）の医療ザーピスバペL、て投

λ法と産！日法vこよる比較を検討 LJ ものに• </,', I~ 敏行

．曽原i向車lj「医療サービス料金に関する国際比較にお

しる「投＼ロ：lと r,nuttJ ,-l米比較，： .J. J例示

J （『l川、南国にけl十一生活 .，r’VJ実質止い』日本

下fポJ娠興会 1971年〉がある。

（注 3) !Jij t習の平均給与に関するデータについて

い司双方 i.年平均；， tfiではなぐ， DJ年41it？／査時

点としてL、ること，そしてタイプごとの平均年齢は；／；［

i護婦（日本約37歳，線図約26i；抵） ＞＇，： 除いてはぽ問じで

Jること. j J及しておこう。

（注4〕 1970年の 1人当たりGDPは， UN,Statis・ 

tical Yearbook, 1971.より，

韓 国： 256（ドノl) 

11 本： 1911 〔： ノレ〉

韓国／日本： 0. 1:34 

Cit 5) ¥1］凶 孜 l’Jアにおけら生活d、；¥fJi；較j

（『Tジア＇.f日』第9お9',J・ 1968;1）。

(i±.6) 本附では，各教育段階における教員の平均

'f・と学l.]・ ニり教C¥':Z cは，正＇.， L:ilJしてトるこ仮定
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あずき： 1so.:39£二］50kg(FAO,OJう正it.)

の換算係数を用u、，それぞれ均単位に検算した。

01.20:1 f意図の食卓塩はt単位のため，比重1.25を使ヮてkgに換ー算。

01.:-i2 酒煩のアルコール度内違レ；土無視した。

02.11 生地類はすべてm＇単位で比較。

川 11 家賃はm'lμ.位；こ検算して，単純に比較した。

水道料：基本料はl()mペ超過料金は lm＇当たりで別々 に比較した。

03.12 へニヤ校・：3mmと2.7mm厚さの逮ヤは無視L, m21¥[f立で比較。

04.11 緯国の食宇は産車i., 11本のそれは術子用，韓国のたんすは金属製， H本のそれは木製。

。4.4 ゾースパJ ・緯i司ソース鋭14cm とが｜理用ボソト~－kmの単純-'ft:'.J，日本ソースパン厚手アルミ 20cmを

対応させた。

り4.51:l 釘．韓国i土5.1cm長のもの， 1kgにf換算L，単純に比較した。ヴォ L対円の相対価格を高めてヤるか

もしれなし。

ベケツ：韓国はme入り亜鉛製、 ii本l()｛入：,17弓スティック製。それぞれ消費者物価調査で採用さ

れている銘柄であるのと代表け二の~j，、ものであるとみな L ，そのまま比較。

05.11 薬品は，韓国銘柄の 1錠当たりの雷；J';¥：ふるLゴ土Ii¥::分市イ立が不明なので．ビヲミ L市I］.風邪薬，抗生

物質それぞれ100錠，凶錠. 20錠単位で比＆＇完 Lた。

06.:H ゲケシーは河同とも u主本料金十超過半I＆＞で ;ikmの走行料金をとった。

06.41 封書、小包の郵便料金は重畳および距離を無視しそのまま比較した。

06.42 屯話料金は 1カバの基本料金 1:'.60通話の度数料を力11算して比較。

07.2:l ’与：真撮影料は，徒同はボートレートであると思われるので、 11本は現像代 14:と焼付代1枚の（，計

をと r 》て比較した。 fiffiNH七を泊＇＜ LてLるかも Lれない。

07.32 クレヨンの20色 25色のii＇，、は無淘 L, 1箱としたの

08.22 ！万二子腕時k ほif同質土沼、われるが，税同のものt'l動を，カレンザー付きかどうか不明。

指輪 品：f去の差i土無視，韓国の金の純度l主不明。
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実質消費水準の国際比較
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